
上
憲
れ嗣

発行責任者
上内校区

まちづ くり協議会

会長

野口 卓朗

編集

上内校区

まちづ くり協議会

広報部会
今和 8年
3月 :3日 発行

まち協
31号

途 由

導i._

上内小の沿革

明治8年 2月 四箇小学校開校
3月 上え道小学校開校
II年  上内小学校と改称
14年  上内小学校が広瀬の西山喜三

郎氏宅へ移転
大正2年  四箇小学校が上内尋常小学校

の分校となる

昭和 16年 大牟田市上内国民学校と改称
22年 大牟田市上内小学校と改称

上

内

′Jl

創

立

1

5
0
周

年

上
内
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
「地
域
と
と
も
に
歴
史
と

伝
統
を
つ
な
ぐ
」
が
キ

一
月
十
五
日
に
同
校
で
あ
っ
た
。

式
典
で
は
来
賓
や
地
域
代
表
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
上
内
小
卒
業
者

で
八
代
市
経
済
文
化
交
流
部
文
化
振
興
課
参
事
の
西
山
由
美
子
さ
ん
が

「私
の
ふ
る
さ
と

上
内
校
区
の
歴
史
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を

行
っ
た
。

後
日
、
記
念
行
事
と
し
て
、
学
ん
で
み
よ
う
能
の
世
界
体
験
、
地
域
と
共

に
学
ぶ
防
災
学
習
、
学
習
発
表
会
が
あ
っ
た
。

カ
レ
ー
を
食
べ
る

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

今
和
七
年
度
上
内
ふ
れ
あ
快
ア

イ
キ
ャ
ン
プ
が
十

一
月
二
十
日
、

リ
フ
レ
ス
お
お
む
た
で
あ
っ
た
。
一二

年
生
以
上
の
二
十
名
の
児
童
が
参
加
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

一
緒
に
屋
外
で

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
た
り
、
食
べ
た
り

し
て
楽
し
ん
だ
。

リ
フ
レ
ス
で
は
、
開
会
式
の
あ
と
、
児

童
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
四
つ
の
班

に
分
か
れ
て
役
割
を
分
担
。
児
童
は

一

人
二
つ
の
係
を
担
当
し
て
い
た
。
児
童

か
ら
は
「大
変
な
こ
と
は
何
も
な
か
っ

た
。
」
「火
の
管
理
が
楽
し
か
っ
た
。
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

食
事
の
あ
と
は
、
体
育
館
で
大
人
と

児
童
混
合
の
四
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
の
ペ
タ
ン
ク
が
行
わ
れ
た
。

上内校区民生委員・主任児童委員
(今和 7年 12月 ～)

0民生委員
会長 武宮 幸子

(岡・中果・寺・南)
境 留里
(下坂井・上坂井・上徳)
井上 寿美
(下内・高田)

副会長 近藤 雄介
(椛・屋山・広瀬・芝尾)
井上 瑞昭
(中尾・中原)
境 実子
(川床・湯谷)

0主任児童委員
境 真紀
西山 尚美

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
ふ
れ
あ
い



歩
き
で
ふ
れ
あ
う上内

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
健
康
増
進

上
内
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
今
和

七
年
度
体
育
事
業
で

「上
内
校
区
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
二
月
十

五
日
に
同
校
匡
内
の

コ
ー
ス
で
あ
り
、
約

五
十
人
ほ
ど
が
マ
イ

ペ
ー
ス
で
歩
き
、
交

流
を
深
め
た
。

こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
は
今
回
で
四
回
日
。

校
区
民
の
健
康
増
進

と
そ
の
維
持
が
目
的
。

ま
ず
、
上
内
小
学
校

に
集
合
し
、
そ
こ
を

出
発
し
、
新
大
牟
田

駅
で
水
分
補
給
と
休

憩
し
て
上
内
小
に
戻

る
約
二
旗
の
コ
ー
ス

を
歩
い
た
。

門松作りに携わったみなさん

上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
委

員
た
ち
が
十
二
月
十
二
日
に
上
内
小
学
校

正
門
前
に
門
松
を
二
基
設
置
し
た
。
早
朝

の
寒
い
中
で
作
業
に
励
ん
で
、
高
さ
二
財

ほ
ど
の
門
松
を
作
り
上
げ
た
。
後
日
、
児

童
た
ち
が
お
礼
を
述
べ
た
。
門
松
設
置
は

十
年
隊
上
続
い
て
い
る
年
末
の
恒
例
行
事

で
、
ま
ち
協
の
野
田
卓
朗
会
長
は
児
童
た

ち
に

「新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え

て
」
と
言
葉
を
述
べ
た
。

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【香
典
返
し
】

境
優
子
様
　
中
尾
公
民
館

（故
　
境
清
昭
様
）

鳥
巣
秀
昭
様
　
川
床
公
民
館

（故
　
鳥
巣
敏
治
様
）

境
　
一
弘
様
　
上
坂
井
公
民
館

（故
　
境
　
惣
治
部
様
）

御
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
御
連
絡

を
い
た
だ
き
ま
す
と
お
伺
い
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
先
は
社
協
会
長

の
古
賀
和
信
ま
で

電
話
　
五
人
　
一二
七
五

一
番



Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
学
ぶ

災
害
時
の
ト
イ
レ
体
験

簡易トイレを組み立てる参カロ者

講演する石崎先生

AEDの操作を学ぶ参力H者

上内小で行われたほっと安趙模擬訓練

内
しもヽ

れ
ほ
っ

と
あ
ん

し
ん
模

擬
訓
練

が
キ

一

月
十
七

日
、
上

あ
い
ホ
ー
ル

で
あ
り
、

グ
ル
ー

プ
ワ
ー

ク
で
意

見
を
出

し
合

っ

た
。

上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
野
田
卓
朗
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
入
っ
た
。

テ
ー
マ
は
①
あ
な
た
が
も
し
、
今
、

諷
知
症
だ
と
診
断
さ
れ
た
ら
周
り
に

記
知
症
で
あ
る
こ
と
を
話
せ
ま
す
か

②
あ
な
た
の
身
近
に
い
る

「ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
人
」
に
出
会
っ
た
ら
ど

う
し
ま
す
か
一で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や

質
問
が
出
た
。
ま
た
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ

っ
た
。

上内校区で

防災学習

上
内
校
区
防
災
学
習

が

一
月
二
十
五
日
に
上

内
小
体
育
館
で
あ
っ
た
。

定
員
四
十
人
程
度
が
参

加
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

（自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
い
方
と
災
害
時
の
ト

イ
レ
体
験
を
学
ん
だ
。

こ
の
学
習
は
上
内
校

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
主
催
、
大
牟
田
市
防

災
危
機
管
理
室
の
協
カ

で
行
わ
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で

は

「救
え
る
命
が
あ
り

ま
す
。
迷
わ
ず
動
け
る

人
に
」
と
操
作
を
繰
り

退
し
た
。
災
害
時
の
簡

易
ト
イ
レ
を
実
際
に
組

み
立
て
、
座

っ
て
そ
の

頑
丈
さ
を
体
験
し
た
。

健康講座と測定会 交通安全教室も

上
内
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
十
月
二
十
六
日
に
上
内
小

学
校
で

「健
康
講
座

・
測
定

会
」
を
開
い
た
。
健
康
講
座
は

い
し
ざ
き
内
科

・
趙
臓
血
管
ク

リ
ニ
ッ
ク
理
学
療
法
士
の
石
崎

仁
弥
先
生
が

「自
宅
で
で
き
る

腰
痛
ケ
ア

「
～
座
り
す
ぎ
腰
痛

に
注
意
～
と
題
し
て
行
っ
た
。

ま
た
、
大
牟
田
市
健
康
づ
く
り

課
職
員
が
講
師
と
な
り
、

「骨

を
強
く
し
よ
う
」
か
ら
骨
折
予

防
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
。
ま
た
、
骨
密
度

・
血
圧

の
測
定
会
も
行
わ
れ
た
。

健
康
講
座
の
後
に
同
会
場
で

交
通
安
全
教
室
が
あ
っ
た
。
交

通
事
故
の
発
生
状
況
や
振
り
込

め
許
欺
の
情
報
な
ど
も
説
明
さ

れ
た
。

ほ
っ
と
あ
ん
じ
ん
模
擬
訓
練



グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

個
人
戦
が
十
月
十
九
日
、
公
民
館
対

抗
戦
が
十

一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。

個
人
戦
は
境
巧
さ
ん
（高
日
公
民
館
）
、

公
民
館
対
抗
は
寺
公
民
館
が
優
勝
し
た

個
人
戦
は
五
十
五
人
が
参
加
、
公
民
館

対
抗
戦
は
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

【個
人
戦
】
一
位
境
巧
、
一一位
武
内
恒
男
、

三
位
境
義
郎
▽
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

《
境

巧
、
木
村
珠
枝
》

【公
民
館
対
抗
戦
】
一
位
寺
公
民
館
、
ニ

位

上
坂
井
公
民
館
、
三
位
川
床
公
民

館
▽
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
《
境
祥
子
、
石
橋

徹
、
松
尾
芳
博
、
堺
実
子
》

プレーを楽しむ参加者

力走する児童たち

Ｅ

一

|ヨ r「｀
上十

専 =…

ゝ
〆

優勝 寺公民館の曽さん 個人戦の上位3人

ケ
ー
キ
楽
し
む

上
内
校
区
民
生
児
童
委
員
と
主
任

児
童
委
員
は
、
十
二
月
十
二
日
に
上

内
小
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
「上
内
な

か
よ
し
広
場
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
実

施
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
毎
年
、
ク
リ
ス

マ
ス
前
に
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
。
民
生
児
童

委
員
な
ど
八
人
が
大
き
な
ケ
ー
キ
を

作
り
、
児
童
十
七
人
と
幼
児
二
人
に

切
り
分
け
て
振
る
舞
っ
た
。

児
童
が
ん
ば
る

うい
れ
あ
い
運
動
会

とJ電
げ
―

ケーキ作りを楽しむ子どもたち

上
内
小
学
校
の

「上
内
ふ
れ
あ

い
運
動
会
」
が
十
月
五
日
に
行
わ

れ
た
。
地
域
住
民
と

一
緒
に
行
う

競
技
種
日
も
あ
り

「
ふ
れ
あ
い
」

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

「
ふ
れ
あ

い
玉
入
れ
」
と

「
ふ
れ
あ
い
風
船

送
り
」
を
地
域
住
民
と
行
い
、

「銭
太
鼓
踊
り
と
ひ
ゅ
う
た
ん
廻

し
」
を
全
学
年
で
踊
り
、
紅
白
リ

レ
ー
で
盛
り
上
が
り
終
了
し
た
。

μ

十

な
か
よ
し
広
場
ク
リ
ス
マ
ス
会


